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私たちが訪問させていただき
ました石井物産(株)様は、柿を
使った独創性あふれる商品を提
供されておられる会社です。今回
の訪問では、石井光洋社長と、そ
のご子息であり専務の和弘さん
にお話を伺いました。
まず始めに、石井社長に会社の

理念、なぜこの会社を立ち上げられたのかについて、熱く語ってい
ただきました。会社の理念には熱意、創意というものが根幹にあ
り、社員にはただ命令に従うのではなくて、自分で考えて仕事をす
ることを求めておられるとのことです。そして、なぜ起業するに
至ったかについては、奈良の吉野は全国有数の柿の生産地です
が、市場での値崩れを防ぐために、大量の柿を廃棄しており、生産
者も苦しい生活を送っている現状から、その柿をできるだけ高い
値段で生産者から買い、その柿を使って、新しいビジネスを起こす
ことができないか、それが地域活性化につながるのではないかと
いう考えのもとに創業されたとのことです。
次に、私たちがあらかじめ用意していた質問についても、丁寧に
返答をいただきました。商品のターゲット層については、主に高齢
者であり、昔懐かしい味を思い出してほしいとのことでした。私た
ち、若者はターゲット層にされないのかという質問に関しては、
「今は、柿が嫌いであっても年をとったら味覚が変わり良さが分か
るようになるかもしれない。特定のターゲット層向けの商品開発
はしていないが、できるだけバラエティーに富んだ商品を生み出し
ていくことで新しい顧客層を開拓していきたい」とのことでした。
人気商品である『柿こーり』を試食させていただき、シャキシャキ
とした食感で、柿の甘みが凝縮されており、本当においしく頂きま
した。最近では、テレビでも多く取り上げられ、認知度も上がり、商
品の生産が追いつかないようです。

さらに、石井物産様のこだわりとしては、柿を丸ごと使うという
ことです。代表商品である、『柿もなか』の、中身の材料は他の店で
は、柿以外に、あんこなどを混ぜるが、石井物産様では柿本来の味
を味わってもらうために、柿を100％使用されています。こうした
信念を貫いておられるからこそ、他の企業に真似されても、顧客を
獲得し続けられるのだと思いました。さらに、どうして、このような
バラエティーに富んだ商品を生み出せるのかということを社長に
お伺いしたところ、「私は機械工学出身で、マーケティングの知識
など乏しかったが、だからこそ常識にとらわれない商品を生み出
すことができた。」というお答をいただきました。ちなみに和弘専
務様が戻ってくるまでは、営業活動はほとんどされてなかったよう
です。私たちも概念にとらわれない考え方を持つことが社会に出
たら必要になるのではないかと思いました。
最後に今後の目標をお聞きしたところ、社長様は、柿渋には抗菌
性がありこれを活用した商品開発を行い、これに人生をかけたい
とおっしゃいました。
私たちは今回の訪問で、地域にこれだけ密着して貢献されてい
る企業の存在を身近に感じ、ただ規模を大きくして利益を挙げる
企業が必ずしも良い企業ではないことを痛感しました。今回この
ような機会をいただいたこと本当に感謝しています。ありがとう
ございました。

五條市西吉野町八ツ川458
TEL：0747-34-0518　FAX：0747-34-0508　URL：http://a-kaki.com/

事業内容 柿の加工食品製造・販売

当社は、自然豊かな西吉野特産の柿のみを
使用したお菓子・スイーツを開発、製造、販売
しています。本物の柿のヘタを乾燥して飾り
として使用した「柿けーき」など、オリジナル色
豊かな新商品を数多く開発し、秋の果物であ
る柿を一年を通じて味わうことができます。
地域に必要な企業であることを目的に、地
域産業の発展に貢献出来る企業を目指してい
ます。

「地域の貢献度は全国一」 立命館大学 経営学部 国際経営学科　加藤 大樹
堂前 綾　

石井物産株式会社取材No.03

「常に新しい着眼と創意をこらし、未知の技術開発に挑戦し続
けています」そのようなメッセージを私たちに発信されている株
式会社飯塚製作所様は、本社を大和高田市に構え、自動車用冷間
圧造部品を生産されています。平成19年には「元気なモノづくり
中小企業300社」(経済産業省)に選出され、革新的技術開発に挑
戦し続けている会社です。
今回、私たちは、同社の針工場を訪問し、取締役社長の前田重雄
様、針工場・総務グループ サブリーダーの堀上吉長様にお話を伺
いました。飯塚製作所さんは自動車用シートベルト部品やエア
バック部品の生産をはじめ、今年からは直接海外への輸出をきっ
かけに、海外進出にも踏み切ろうとされています。現在、多くの製
造業に打撃を与えている円高さえも、コア・コンピタンスによる、
どこにもまねの出来ない商品の製造が可能なため、価格維持がで
きるそうです。
採用されている冷間圧造は、常温でプレスの回数を重ねて最終
製品に仕上げていく加工方法です。材料の1つであるステンレスは
温間圧造で通常は加工されますが、飯塚製作所さんでは敢えて冷
間圧造で加工されています。素材その物が圧造加工に不向きなた
めプレス回数は多くなりますが、冷間圧造で加工する事によって
誤差の少ない精密な製品に仕上げる事が出来るのです。この点
で、特にご苦労された事をおたずねすると、「プロセス、作り方の設
計に苦労しました。準備した金型で成形出来なければ、また新たに
設計からやり直さなければならないのでコストと時間が余分にか
かってしまうのです。」とおっしゃっていました。その後、実際に製

品を見せていただいたのですが、その製品一つひとつ手にとって、
丁寧に、かつうれしそうに説明される前田社長を拝見しています
と、本当に生産している製品に対して自信と愛着をもっておられ
る事がよくわかりました。初めは緊張していた私たちも、お話を
伺っているうちにいつしか緊張がほぐれお話に引き込まれていま
した。
リポートをさせていただいた後は、前田社長直々のご説明で、１
つの部品が完成するまでの工程や部品を加工する際に使用され
る金型、高価な製造機械等のある工場を見学させていただきまし
た。製造機械は鉄が鉄を加工するので、それにはしっかりした機械
が必要となります。その機械などのコストが想像していたよりも
多くかかっている事に私たちはとても驚きました。また、工場での
スタッフの皆さんのおもてなしやご配慮等が、とても自然で素晴
らしく、社風の温かさとともに仕事や会社に対する誇りを持たれ
ている様子が強く感じられました。私たちは飯塚製作所さんに訪
問させていただいて、弛みない研究開発や携わる皆さんのチーム
ワークが困難なモノづくりを可能にしていく事を知りました。そし
て、この体験はこれからの就職活動に必要な企業選択基準の大き
なヒントにもなりました。
当日は大変お忙しい中、前田社長様、サブリーダーの堀上様を
はじめ、社員の皆様方には大変お世話になりました。また、このよ
うな貴重な機会を与えて下さいました奈良県中小企業支援セン
ターの皆様にも感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとう
ございました。

大和高田市根成柿493番地
TEL：0745-22-3515　FAX：0745-22-3516　URL：http://www.iidzka.co.jp

事業内容 精密冷間鍛造部品の開発及び製造販売

世界を視野に人、自然に優しいグリーンカ
ンパニーをめざして、不可能をも可能にする
若い情熱と力が結集しています。また、経験
と実績にて蓄積された冷間鍛造技術によ
り、設計、製作、加工までの一貫体制を構築
し、高 精 度、低 コ スト を 実 現。さ ら に、
ISO/TS16949・ISO9001・ISO14001
の認証取得により、徹底した品質管理・環境
保全にも取組んでいます。

「技術知力のグリーンカンパニー」 帝塚山大学 経営情報学科　木戸 竜　
大杖 真由

株式会社飯塚製作所取材No.02
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ブラスチック容器の総合メーカーとして、優れた技術力をもつ
第一化工株式会社様を訪問させていただきました。私たちは、日
ごろ家でよく使っているプラスチック容器が、どのように開発され
作られているのかが知りたくて訪問に臨みました。話題の「アメデ
ス－Ｑ」などでとてもご多忙のなか、三木茂生社長と総務部の大
塚課長がインタビューに答えてくださいました。
第一化工さんは、プラスチック容器事業を中心に、その他住宅
用パネルの製造、環境対応商品の開発、製造販売を行っておられ
ます。プラスチック容器は、いろいろな工程があり、それぞれ技術
が異なっていますが、ブロー成形（シャンプー、リンス、家庭用洗剤
などのボトルの製造）やインジェクション成形（主に、食品用キャッ
プを製造）、ボトル加飾（シャンプー、リンスなどのボトルへの印
刷・仕上げ加工）の３つの工程をすべて自社で行われています。一
貫生産ができるのは、中小企業ではめずらしく、これが第一化工
の強みであると、力強くおっしゃいました。
第一化工さんの自社ブランドである「アメデス－Ｑ」は、雨の日、
ぬれた傘をアメデス－Ｑに差し込むことによって、雨滴が吸水され
ます。非常に吸水性や排水性の優れたハイテク素材の特殊吸水フ
イルターが使用されており、約20万回も効果が持続する商品と
のことです。この商品を作るうえで、一番ご苦労されたのは、「初め
て手がけた自社商品でしたので、20万回の実証試験や認知度を
向上させることが難しかったですね。」とその頃を思い出しながら
語ってくださいました。今は、奈良県内で、主に官公庁や大型
ショッピングセンター、平城遷都1300年祭の会場などに設置さ

れているそうです。使い捨てのビニール袋を使用しないことによ
り、CO2を削減し、地球環境を守ることができるので、今後は、
もっと多くの施設や大学などに設置して広めていきたいとのこと
でした。ぜひ私たちの大学にも置いてほしいと思いました。
このようなさまざまな商品を開発されている第一化工さんで
は、品質を向上させ、一定の良品を作り続けるためにISO14001
（環境）と9001（品質）を認証取得されています。「ISOは、定期的
に審査があり、認証をいただくことは大変ですが、ものづくりをす
るうえで大変重要なことだと思っています。マニュアルを社員全
員で作成し、常時修正をしながら仕事の基準にしています。」とそ
の必要性を話してくださいました。
また、失敗の対処方法をお伺いしたところ、三木社長は、「経営者
には、失敗をする前に道を変えるか、続けるかの判断が求められ
る」、また大塚課長は、「失敗しても改善し続けるものであり、失敗
で終わることはできない」と答えていただきました。お二人のお話
から、失敗を、逆に次に活かすという考え方は、企業を経営してい
くことはもとより、人生を歩んでいくためには、とても大事なこと
だと教えていただきました。
当初、プラスチックの開発に関心があっての訪問でしたが、自然
な形で基本にそった豊かな企業経営をされている第一化工さん
の貴重なお話から、奈良県内企業の魅力や活躍ぶりがうかがい知
れ、大変うれしい気持
ちになりました。
このような良い機会
をいただき誠にありが
とうございました。

奈良市西九条町5-4-9
TEL：0742-50-2222　FAX：0742-62-9707　URL：http://www.daiichikako.com

事業内容 プラスチック容器・キャップ・日用品の設計・開発、製造・加工住宅用パネルの組立

当社はブロー成形、インジェクション成形、延伸ブロー成形、
印刷、シュリンク加工、ホットスタンプ加工などの充実した設
備と技術を持つプラスチック容器の総合メーカーです。身近な
化粧品、食品、トイレタリー用品用などのプラスチックボトル、
キャップを成形から仕上げ加工まで一貫生産できるのが大き
な特徴です。2009年には安全・環境対応商品、雨傘しずく取
り器「アメデス－Ｑ」を発売し、50年を超えるプラスチック製
品製造技術を生かして新しい分野に挑戦しています。

「基本にそった豊かな企業経営」 大阪樟蔭女子大学 人間科学部 児童学科　中村 遙香
益永 由貴

第一化工株式会社取材No.13

私たちは、奈良県大和郡山市に位置するフルックスグループの
株式会社三晃様を訪問し、人事部の山本禎則課長からお話を伺
いました。
創業当時、青果物の仲卸業、いわゆる内食産業に限定した事業を
展開されていましたが、現在では自社で独自に開発した惣菜の販売
や宅配弁当、定食屋などの中食・外食産業も手掛けておられます。
内食だけでなく、中食・外食にも進出された理由は、「食の外部化」

です。働く女性や高齢者の増加に伴って、主婦が台所に立つ時間が
相対的に減少したため、青果物に占める内食の需要が減少し、中食・
外食の需要が増加したためです。
こうした食文化の変化をいち早くキャッチし、内食を手掛ける青果
販売事業、中食を手掛ける青果加工事業、そして外食を手掛ける
フードサービス事業を関西の物流の要となる大和郡山市に移されま
した。関西圏で新鮮な食品をいち早く消費者に届けることができる
ようになったことはもとより、事業間での情報共有がよりスムーズに
行われるようになり、また三事業での合同会議が可能なのも、奈良
県に全事業を集約した大きなメリットだということです。
また、より良い商品の開発にも余念がありません。同社は奇数月

に開催される「惣菜のわかる八百屋塾」を通して、惣菜の研究や事業
内容をPRされています。この塾には納入業者から学生まで、さまざ
まな人が参加され社員と直接、意見交換をされているとのことです。
同社の強みは、これらの各事業から集めた情報を消費者やお取引先
様へフィードバックして内容をグループで共有し、全体としてより良
い商品の開発・提供に結び付けられておられる点にあるようです。

現在、同社が求めている人材について伺ったところ、「失敗を恐れ
ずに何事にもトライできる人、バイタリティーのある人」と話してくだ
さいました。新しい青果・惣菜事業を描き新規事業開拓を目指して
取り組むチャレンジ精神豊富な人材を求められています。
同社は今後、日本全国への市場の拡大を目標とされており、現在

は東海地方を中心とした市場への参入に向けて、営業陣が日々奮闘
中です。若手社員も営業を積極的に行い、生産者の人たちとうまく
共存されており、このような積極的な取り組みが今後日本全国へ拡
大していくことになるのだと思います。
最後に、社長の黒田久一様から会社を経営していく上で、重要な

こととは何かについて伺いました。経営者にとって最も大事なこと
は、「決断すること」と「世の中の動きにどのように対応していくか」で
あると教えてくださいました。経営者にとって世の中のニーズを敏
感に察知し、時には大胆な決断をすることは、一番重要なことだと知
りましたが、そこで働く、社員一人ひとりもこのような志を持ち会社
の発展に貢献していくことが求められていると痛感しました。

大和郡山市馬司町536番地2
TEL：0743-56-5520　FAX：0743-56-4319　URL：http://www.frux.jp/

事業内容 HMR事業（カット野菜、惣菜キットの製造販売）、ディストリビュータ事業（青果物の小分け納品）

当社は、青果物を通じて産地・流通・加工から消費者まで一貫
した体制で商品をお届けしています。そのため、消費者のお声を
生産者にフィードバックする事が出来るのです。
しかし、今の時代は青果の販売だけでは限界があり、野菜等
の加工からその先のメニュー提案までを行う、“大根一本からお
せちまで”をキーワードに掲げ事業展開をしています。
四季折々に旬の食材を使用したメニューを提供できる「八百
屋のプロ」「惣菜のプロ」「仕出し屋のプロ」集団として、社会貢献
が出来る企業を目指しています。

「三事業のもたらす相乗効果」 大阪商業大学 経済学部 経済学科　内部 亮平
総合経営学部 経営学科　豊田 峻輔

フルックスグループ 株式会社三晃取材No.12
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この度、私達はとぐちファーム様を訪問させて頂き、専務の東口晴
一様にお話を伺いました。水耕栽培により美味しく安全な上質のトマ
トを生産されています。実際に、作っておられる所を見せていただい
たのですが、本当に土ではなく水が流れており、そのクリーンな栽培
方法に驚きました。水耕栽培は、管理しやすく自然にストレスを与え
ないという点で非常に有用ですが、その設備の導入に非常に費用が
掛かるため、なかなか普及しないとのことでした。また、全国初の内
圧式のハウスの建設により、夏場でもトマトの栽培が可能になるた
め、年中栽培が可能です。ビニールハウスといえば、中はとても暑い
イメージがありますが、とぐちファーム様のビニールハウスは、想像
以上に涼しかったのが印象的でした。
私達が地域創造学部という、地域づくりや観光について学ぶ学部

にいるということもあり、地産地消についてどうお考えかお尋ねした
ところ、「地を日本という大きい枠で捉えるべきではないか」とおっ
しゃっていました。今まで採れたものを、その地域の人が食べること
が、地産地消の在り方だと思ってましたので、地を日本と捉える考え
に衝撃を受けました。確かに、地域の人に味わって貰うことも大事で
すが、食の安全が問われている現代、安全で美味しい日本産のもの
を全国に届けるということも、とても重要なのだということに気付き
ました。お話の随所から、広い視野で農業について考えていらっしゃ
るということが伝わってきました。
日本における農業従事者の平均年齢は、現在65歳前後と言われ
ています。次を担う若手は50代で兼業農業をするのがやっとで専業
には程遠く、現状維持が精一杯というのが実状です。なぜ若い世代
が農業をしたがらないのかというと、親の世代が農業をする姿を見

て、魅力を感じないからだそうです。他
の職業もそうですが、実際に自分で
やってみないとその魅力が分らず、収
入が不安定であったり大変そうだった
り、と辛い面ばかりが際立つのでしょう。

そのため、収入も安定してい
るサラリーマンの方に魅力
を感じる人は多く、また、もし
後継者ができたとしても嫁
問題等の課題も生じます。近
年では、女性の就農者も増
え、婿問題まで発生している
とのことです。そんな後継者問題について意見を伺うと、「快適な環
境での農業」が課題解決の策だとおっしゃっていました。具体的に言
うならば、きれいなビニールハウスでカジュアルな服を着て農業が
できる環境づくりというようなものです。そうして、農業を魅力ある
仕事として若い世代にアピールし、子供のなりたい仕事トップ10に
ランクインするよう「農業」を押し上げることが夢だということでし
た。そのためにも、新しい就農者の受け皿を地域全体でつくっていく
ことが必要と考えておられ、とぐちファーム様でも実際に就農希望
者の受け入れを行っていらっしゃいます。
地域に密着した第一次産業に分類される「農業」。私達の学問分野

としても非常に興味深いものであるにも関わらず、その知識は殆ど
ゼロと言って良いほどありませんでした。しかし、東口様からたくさ
んの貴重なお話を伺ったことで、数時間という短い間ではありまし

たが非常に自己
を高められたの
ではないかと思
います。この様な
素晴らしい機会
をいただき、本当
にありがとうござ
いました。

大和郡山市白土町606
TEL：0743-85-5387　FAX：0743-85-5389　URL：http://www.toguchi-farm.com/

事業内容 フルーツトマトや新鮮な野菜の栽培・販売

当社は、糖度の高いフルーツトマトやミニトマトを中心に、きゅうりなど
の野菜、米を作っています。
自然の素材だけで作った肥料、土壌にふれると普通の水に戻る強電解
水や農薬の使用量を大幅に減らす散布法にこだわって、農作物の生命力
を最大限に活かせるような栽培を、当社では｢天然栽培｣と呼んでいます。
「天然栽培」により、「大和」の地で、わが子「撫子」のようにしっかりと育
てた野菜を、オリジナルブランド『大和撫子野菜』として販売しています。
『大和撫子野菜』は味が濃く、おいしいとお客様から好評をいただいてお
ります。

「人にも自然にもやさしいトマトを」 奈良県立大学 地域創造学部 地域総合学科　中西 愛　
観光学科　井上 美智

有限会社とぐちファーム取材No.23

私たちは、吉野杉など自然木
を扱っておられる徳田銘木様に
企業リポートにお伺いしました。
お忙しい中、徳田社長様から
直々にお話を聞かせていただき
ました。
徳田銘木様は、日本の林業の
発祥地とも言われる奈良県吉野

の山中、黒滝村にある会社で、森林育成から製造・販売まで、吉野
杉をはじめとする多彩な自然木・天然木を取り扱っておられまし
た。私たちは訪問させていただくことで、林業だけでなくこれまで
の中小企業へのイメージが随分と変わりました。訪問する前は、林
業とは一体どういうことをされているのかあまり知らず、また慣れ
ない訪問でとても緊張しました。しかし実際訪れてみると木を造
林・育木し・販売するだけでなく、古い考え方なら使えなかった木
材を新しいアイデアやノウハウで事業展開をしておられました。そ
れらの商品のなかにはデザイン性に富んだ商品も数多くあり、工
場内を見学させていただいているうちに木の魅力に引き込まれて
しまいました。
銘木は従来、床の間の柱や大黒柱・飾り柱として伝統的な和風
建築・茶屋室・数奇屋建築・社寺仏閣などの用材として数多く使用
されてきました。しかし近年に入り、住宅や商業施設の建築様式
の変化に伴い、需要が激減しました。こうした厳しい状況下のな
か、徳田銘木様では従来の伝統的な使用法に加えて、和風モダン
を演出するマテリアルとして、自然木の高付加価値化による商品
化を図ることで、新たに販路拡大や材木業者との原材料供給の
ネットワークづくりを進められました。「時代が変われば自分も変
わらなければいけない」と話される姿に、社員を引っ張っていかれ
る決断力や器の大きさ、パワーを感じました。
また私たちはこのインタビューで、会社を動かしていく姿勢だけ

でなく、人間的な部分まで勉強させられることが沢山ありました。
その中でも印象に残ったのが「やりがいは見つけるものだ」という
言葉です。「就職して世間に出れば、ほとんどの人が想像していた
ことと違い納得できないことばかりだと感じる。しかし待っていて
も誰も自分に合った環境を与えてくれる訳ではない。どんなこと
にでも本気でやることによってやりがいが見つかるものだ」という
ことです。他にもこれからの自分の意識や行動を見直す貴重なア
ドバイスもいろいろといただきました。この企業リポートで仕事の
厳しさや難しさを知ると同時に、仕事に対する熱い意欲と向上心
も持つことができました。
最後に今回このような機
会を設けてくださった、徳
田銘木様、奈良県中小企業
支援センター様に深く感謝
しております。ありがとうご
ざいました。

吉野郡黒滝村御吉野12番地
TEL：0747-62-2004　FAX：0747-62-2318　URL：http://www.tokudameiboku.jp/

事業内容 自然木・天然木を製造・販売している木材専門メーカー

当社は、日本の林業発祥の地とも言われる奈良県吉野の山中、黒滝村に江
戸時代後期の文化年間に創業し、現在まで林業に携わっています。
銘木の製品作りは、木材の個性・特徴をよりよい形で出せるよう、それぞれ
の木材にあわせて、「磨く、木取り、仕上げ」といった作業を行います。
個性を活かし、ユーザーに「喜んでいただく製品」として、生まれ変わる木材
を創っていくをモットーに取り組んでいます。
吉野林業は、人の手をたゆまずかけ続けた人工林の歴史でもあり、その吉
野の名に恥じない製品を作るため、当社は造林・育林にも精力的に取り組んで
います。

「仕事のやりがいは、
　　　 自分で見つけるもの」

天理大学 国際文化学部 ヨーロッパ・アメリカ学科　尾崎 ひろ
後藤 善正

株式会社徳田銘木取材No.22
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この度、私達はとぐちファーム様を訪問させて頂き、専務の東口晴
一様にお話を伺いました。水耕栽培により美味しく安全な上質のトマ
トを生産されています。実際に、作っておられる所を見せていただい
たのですが、本当に土ではなく水が流れており、そのクリーンな栽培
方法に驚きました。水耕栽培は、管理しやすく自然にストレスを与え
ないという点で非常に有用ですが、その設備の導入に非常に費用が
掛かるため、なかなか普及しないとのことでした。また、全国初の内
圧式のハウスの建設により、夏場でもトマトの栽培が可能になるた
め、年中栽培が可能です。ビニールハウスといえば、中はとても暑い
イメージがありますが、とぐちファーム様のビニールハウスは、想像
以上に涼しかったのが印象的でした。
私達が地域創造学部という、地域づくりや観光について学ぶ学部

にいるということもあり、地産地消についてどうお考えかお尋ねした
ところ、「地を日本という大きい枠で捉えるべきではないか」とおっ
しゃっていました。今まで採れたものを、その地域の人が食べること
が、地産地消の在り方だと思ってましたので、地を日本と捉える考え
に衝撃を受けました。確かに、地域の人に味わって貰うことも大事で
すが、食の安全が問われている現代、安全で美味しい日本産のもの
を全国に届けるということも、とても重要なのだということに気付き
ました。お話の随所から、広い視野で農業について考えていらっしゃ
るということが伝わってきました。
日本における農業従事者の平均年齢は、現在65歳前後と言われ
ています。次を担う若手は50代で兼業農業をするのがやっとで専業
には程遠く、現状維持が精一杯というのが実状です。なぜ若い世代
が農業をしたがらないのかというと、親の世代が農業をする姿を見

て、魅力を感じないからだそうです。他
の職業もそうですが、実際に自分で
やってみないとその魅力が分らず、収
入が不安定であったり大変そうだった
り、と辛い面ばかりが際立つのでしょう。

そのため、収入も安定してい
るサラリーマンの方に魅力
を感じる人は多く、また、もし
後継者ができたとしても嫁
問題等の課題も生じます。近
年では、女性の就農者も増
え、婿問題まで発生している
とのことです。そんな後継者問題について意見を伺うと、「快適な環
境での農業」が課題解決の策だとおっしゃっていました。具体的に言
うならば、きれいなビニールハウスでカジュアルな服を着て農業が
できる環境づくりというようなものです。そうして、農業を魅力ある
仕事として若い世代にアピールし、子供のなりたい仕事トップ10に
ランクインするよう「農業」を押し上げることが夢だということでし
た。そのためにも、新しい就農者の受け皿を地域全体でつくっていく
ことが必要と考えておられ、とぐちファーム様でも実際に就農希望
者の受け入れを行っていらっしゃいます。
地域に密着した第一次産業に分類される「農業」。私達の学問分野

としても非常に興味深いものであるにも関わらず、その知識は殆ど
ゼロと言って良いほどありませんでした。しかし、東口様からたくさ
んの貴重なお話を伺ったことで、数時間という短い間ではありまし

たが非常に自己
を高められたの
ではないかと思
います。この様な
素晴らしい機会
をいただき、本当
にありがとうござ
いました。

大和郡山市白土町606
TEL：0743-85-5387　FAX：0743-85-5389　URL：http://www.toguchi-farm.com/

事業内容 フルーツトマトや新鮮な野菜の栽培・販売

当社は、糖度の高いフルーツトマトやミニトマトを中心に、きゅうりなど
の野菜、米を作っています。
自然の素材だけで作った肥料、土壌にふれると普通の水に戻る強電解
水や農薬の使用量を大幅に減らす散布法にこだわって、農作物の生命力
を最大限に活かせるような栽培を、当社では｢天然栽培｣と呼んでいます。
「天然栽培」により、「大和」の地で、わが子「撫子」のようにしっかりと育
てた野菜を、オリジナルブランド『大和撫子野菜』として販売しています。
『大和撫子野菜』は味が濃く、おいしいとお客様から好評をいただいてお
ります。

「人にも自然にもやさしいトマトを」 奈良県立大学 地域創造学部 地域総合学科　　中西 愛
観光学科　井上 美智

有限会社とぐちファーム取材No.23

私たちは、吉野杉など自然木
を扱っておられる銘木屋の徳田
銘木様に企業リポートにお伺い
しました。お忙しい中、徳田社長
様から直々にお話を聞かせてい
ただきました。
徳田銘木様は日本の林業の発
祥地とも言われる奈良県吉野の

山中、黒滝村にある銘木商社で森林育成から製造、販売まで、吉野
杉をはじめとする多彩な自然木・天然木を取り扱っておられます。
私たちは訪問させていただくことで林業だけでなく、これまでの
中小企業へのイメージが随分と変わりました。訪問する前は林業
とは一体どういうことをされているのかあまり知らず、また慣れな
い訪問でとても緊張しました。しかし実際訪れてみると木を造林・
育木し、販売するだけでなく、普通なら捨ててしまう様な曲がった
木やシミだらけの木でも新たに用途を広げ、林業に関する様々な
新しいアイデアやノウハウで事業展開をしておられました。それら
の商品のなかにはデザイン性に富んだ商品も数多くあり、工場内
を見学させてもらう内に木の魅力に引き込まれてしまいました。
銘木は従来、床の間の柱や大黒柱・飾り柱として伝統的な和風
建築・茶屋室・数奇屋建築・社寺仏閣などの用材として数多く使用
されてきました。しかし近年に入り、住宅や商業施設の建築様式
の変化に伴い、需要が激減しました。こうした厳しい状況下のな
か、徳田銘木様では従来の伝統的な使用法に加えて、和風モダン
を演出するマテリアルとして自然木の高付加価値化による商品化
を図ることで、新たに販路拡大や材木業者との原材料供給のネッ
トワークづくりを進められました。「時代が変われば自分も変わら
なければいけない」と話される姿に、社員を引っ張っていかれる決
断力や器の大きさ、パワーを感じました。
また私たちはこのインタビューで、会社を動かしていく姿勢だけ

でなく、人間的な部分まで勉強させられることが沢山ありました。
その中でも印象に残ったのが「やりがいは求めるものだ」という言
葉です。「就職して世間に出れば、ほとんどの人が想像していたこ
とと違い納得できないことばかりだと感じる。しかし待っていて
も誰も自分に合った環境を与えてくれる訳ではない。どんなこと
にでも本気でやることによってやりがいが見つかるものだ」という
ことです。他にもこれからの自分の意識や行動を見直す貴重なア
ドバイスもいろいろといただきました。この企業リポートで仕事の
厳しさや難しさを知ると同時に、仕事に対する熱い意欲と向上心
も持つことができました。
最後に今回このような機
会を設けてくださった、徳
田銘木様、奈良県中小企業
支援センター様に深く感謝
しております。ありがとうご
ざいました。

吉野郡黒滝村御吉野12番地
TEL：0747-62-2004　FAX：0747-62-2318　URL：http://www.tokudameiboku.jp/

事業内容 造林・育林から銘板・銘木の製造、自然木・天然木を製品として販売している専門メーカー

当社は、日本の林業発祥の地とも言われる奈良県吉野の山中、黒滝村に江戸
時代後期の文化年間に創業し、現在まで林業に携わっています。
銘木の製品作りは、木材の個性・特徴をよりよい形で出せるよう、それぞれの
木材にあわせて、磨いたり、木取りしたり、仕上げたり、といった作業を行います。
個性を活かし、ユーザーに「喜んでいただく製品」として生まれ変わる木材を
創っていくをモットーに取り組んでまいりました。
吉野林業は、人の手をたゆまずかけ続けた人工林の歴史でもあるのです。そ
の吉野銘木の名に恥じない製品を作るため、当社も造林・育林にも精力的に取り
組んでいます。

「仕事のやりがいは自分で求めるもの」 天理大学 国際文化学部 ヨーロッパ・アメリカ学科　尾崎 ひろ
後藤 善正

株式会社徳田銘木取材No.22
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私たちは、『すべては、ニッポンの農業のために。すべては、ニッポ
ンの食卓のために』をスローガンに日本の種苗業界を支えておら
れるナント種苗株式会社様に訪問をさせていただきました。
橿原市にあるナント種苗株式会社様は、全国の種苗店に対し
て、卸売販売を行われておられます。また、飛鳥育種農場、宇陀育
種研究農場において、トマトやメロンなど多種の種子の品種改良、
研究を行い、さらに、2011年１月には、スイカの名産地として有名
な熊本県に出張所を設置し、産地現場でのスイカの調査研究にも
取り組むなど、研究に力を入れておられます。
今回の訪問では、代表取締役社長の森井哲也様、技術顧問の梶
田様、研究開発部の宇野様、萩野様にお話を伺いました。
種苗は、すべての野菜の「種」であり、お客様の信頼感、期待感が
非常に重要となります。優れた品種開発に加え、種子の安定供給
を以て日本の農業に貢献されています。現在、ナント種苗株式会
社様では、多種の種子を生産販売されておられ、優れた商品、ま
た、お客様の「Want」を提供するために、日々、研究開発を繰り返
しておられます。一品種の種の開発に、10年もの時間を要すると
のことです。例えば、トマトだけでも何種類も研究栽培されてお
り、優れた品種を作るために、あらゆる種類を栽培されていること
には、とても驚きました。
特に印象に残っているのは、“ピンキー”というミニトマトです。
実際に試食させていただきました。 “ピンキー”は、大変薄皮で、口

に皮が残らないという特徴があり、食味、食感とも、従来のものと
は異なり、果実のような新感覚のミニトマトでした。
このように、研究開発部の皆様は、従来にない、そして、お客様
に感動、感激を与える品種改良を日々行われています。そのため、
種子を非常に大切にされており、「自分の子どものようだ」とおっ
しゃっていました。従業員の方お一人おひとりが、“好きだからこそ
できる”と、自分の仕事に対して誇りを持っておられる姿を拝見
し、私たちは強く感銘を受けました。
最後に、“ピンキー”のようなユニークな商品名に関してもお聞
きしたところ、主に商品名は、品種の開発者の方が命名されている
とのことです。小玉スイカの商品シリーズで“愛娘”というシリーズ
がありますが、やはりそのスイカの開発者が名づけられました。そ
れは、本当に自分の娘のように育て作られた開発者の方の思いが
込められた品名でした。
ナント種苗株式会社様は、これからも生産者の方の生産意欲を
掻き立て、そして、お客様の食に対する感動、子どもたちがワクワ
クする品種を作り、日本の農業に貢献をしたいとおっしゃってい
ました。

橿原市南八木町二丁目6番4号
TEL：0744-22-3351　FAX：0744-22-2583　URL：http://www.nanto-seed.com/index.html

事業内容 美味しくて、高品質な野菜の品種開発を行う総合育種メーカー

当社は「すべてはニッポンの農業のために」「すべてはニッポンの食卓のため
に」のテーマのもと、「種をつくる会社」として創業以来120年、ずっと、奈良盆
地の自社農場から、種苗探求一筋に歩み、品種改良や新品種の育種開発など
に取り組んできました。
今、農産物には単に飢えを満たすだけではなく「夢・楽しさ・安全性」が求め
てられている一方で、栽培者の方々を取り巻く環境は非常に厳しい現状にあ
ります。当社は「来年もまた作りたい」という栽培者の方々の再生産意欲を掻
き立てて日本の農業を盛り上げ、消費者の方には「食して感動」を与え、小さな
お子様がワクワクするような野菜品種を創造し続けるスタッフ集団です。

「子供たちがワクワクする品種づくり」 大阪経済大学 ビジネス法学科　永井 悠美
経営学科　吉田 実緒

ナント種苗株式会社取材No.27

今回、私たちは（株）奈良ロイ
ヤルホテルを訪問させていただ
き、代表取締役の八坂豊さんに
お話を伺いました。
まず、奈良ロイヤルホテルで
は、他のどこの企業にも負けな
いと思っていることとして、人
の心を大切にすること。また、個
人、個性を大切にしているとの
ことです。そして、人間関係の構
築にはとても力を入れておら

れ、毎月経営理念の学習会を開き、経営理念について考えたり、ま
た、パートやアルバイト、社員が交流する機会を持たれています。
さらに、インターネットの環境を整え、自由に意見を発言する場も
あります。もちろん、ホテルの人ならパートやアルバイトに関わら
ず誰でも発言できます。このように、交流をもち、情報を共有し、よ
り一層みんなで力を合わせていけるようにされています。
また、ホテルのサービスポイントとして、人との関わりを重視し
ていきたいと考えておられます。今はまだ、その過程とのことです
が、人(お客様から従業員まで）と話をしたり、時間をゆったりと過
ごすためのホテルにし、only oneとなるような、そして、地域の資
源とホテルのサービスの一体化を商品と出来るように努めている
とのことでした。
八坂さんの求める人材は、「自立、自律。自ら考え、自ら行動でき
る人。ハードは誰でも同じものを作れるが、ソフトは同じものがつ
くれない」とおっしゃいました。どういうことかというと、「ホテル
は365日24時間営業のため、従業員全員が必ず意志決定が必要
となる場におかれます。そのため、自立、自律。自ら考え、自ら行動
できる人を求めているのです。建物などは、いいものを真似しよう
と思えばいくらでも真似ができますが、人そのものは真似ができ

ません。だからこそ、何事も決してやらされているのではなく、自ら
の意志で事を行ってほしいのです。」とのことです。また、「同じ事
でも、過程によれば単なる作業に終わってしまいます。自ら考える
ことによって、自己判断が出来るようになるのです。自分の意志が
ないと、その人が存在する意味がなくなりますから。」と教えてく
ださいました。
そして、私たち学生に対して、「自分の人生がどうあるべきかを
常に考えてほしい。どう生きようかということから考えてほしい。
目の前にあることから始めるのではなく、遠くを見てから戻って今
を考える。今というのは人生の１コマでしかないのです。」というお
言葉をくださいました。そして、八坂さんにとっての“仕事”とは、
「何のために仕事をしているのかということが、最後までやりきる
力になる。何のために働いているのかが分からないと喜びも達成
感もない。だからこそ、自分の意志が大切。意志がないともったい
ない。そして、状況は常に変化するが、絶えず“チャレンジ”するこ
とが大事である。仕事は、新しいことに挑戦し体験できる自己実現
の場である。このようなことを、仕事を通して感じることができれ
ば最高です。」ということを教えてくださいました。
最後に、今回の訪問では、本当にたくさんの感動を受けました。
そして、いくつもの大切にしたいお言葉をいただきました。これか
らもしっかり勉学に励み、自分がどう生きたいのかをしっかり考え
ながら生活していきた
いと思いました。そし
て、もっともっと視野を
広げ、新しいことにも
挑戦していこうと思い
ます。

奈良市法華寺町254-1
TEL：0742-34-1131　FAX：0742-34-3231　URL：http://www.nara-royal.co.jp

事業内容 ホテル経営

奈良ロイヤルホテルは平城宮跡、法華寺や海龍王寺等の史跡に
囲まれた奈良らしさをめざしたホテルです。
県内を代表する規模の宴会場は、研修会・歓送迎会・同窓会・結
婚披露宴などにもご利用頂けます。個室でもくつろげる和食、洋
食、中国料理と、ティーラウンジの各料飲施設、そしてスパでは天
然温泉・岩盤浴、各種リラクゼーションを備えており、お客様のど
んな要望にもお応えできる施設です。
私達はロビーにも掲げられている経営理念と行動指針に沿って
お客様に最高のサービスを提供します。

「人を大切にする Only one ホテルへ」 天理大学 人間関係学科　黒岩 明　　
蓑本 さなみ

株式会社奈良ロイヤルホテル取材No.26 企 業
紹介情報
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「株式会社 農業公園 信貴山のどか村」は、生きるために最も必
要な“食”を、そして安全な“食”を提供することを徹底されていま
す。私達は代表取締役の奥田哲生様にお話を伺いました。
実際に訪問させていただき、のどか村が事業の基本とされてい
ます、お客様のHAPPYが従業員のHAPPYに繋がり、良いサイク
ルが生まれている企業であることを実感しました。
のどか村はエコファーマーに認定されていますが、認定される
ずっと以前から低農薬を心がけておられます。奥田社長様は「全
ての作物に愛情を注ぎ、その作物を直接お客様に渡すことでお客
様の反応を直に感じられることがやりがいの一つである。」と話さ
れていました。この日、私達は目の前で採ったばかりのトウモロコ
シを頂いたのですが、そこでその意味を理解することができまし
た。「お客様が生産者から直接作物を受け取ることで安心し、その
場で食べて「おいしい。」と思わず笑みがこぼれる。その笑顔を見て
また従業員にもやりがいが出る」と、その時“HAPPYサイクル”が
生まれていると感じました。
また、農業をしていく上で最も大変なこともお聞きしました。天

候と社会問題の影響を大きく受けてしまい、それが原因で需要と
供給とのバランスがとれないことが多いとのことで、そのピンチ
をチャンスにする独自の取り組み（残った野菜や卵を使用してピ
ザやプリンを作るなど）に、今最も力を入れておられるそうです。
女性従業員が多いのどか村では、企画の多くは女性のアイディ
アが採用されているそうです。具体的には、ピザ作りやそうめん流
し(平城遷都1300年に因んで1300センチの竹を使用)、鶏レー
スなどが挙げられます。従業員なら誰でもお客様に喜んでいただ
けるための提案をすることができるそうで、みんなで意見を出し
合い常に楽しい企画を考えておられます。
ここでも、お客様の笑顔を見ることが従業員の方のやる気に繋
がり、それが“HAPPYサイクル”となっていると確信しました。
今回の訪問で従業員の方々の農業への熱い気持ちやお客様へ

のサービス精神こそが「のどか村」の最大の魅力であると感じま
した。
奥田社長様はじめ、従業員の皆さまには、お忙しい中お時間を
いただき本当にありがとうございました。

生駒郡三郷町信貴南畑1丁目7番1号
TEL：0745-73-8203　FAX：0745-72-9251　URL：http://www.sigisan-nodokamura.com/

事業内容 味覚狩り・BBQ・花・草木を満喫できる農業公園

当園は、「心豊かな自然を体感しませんか!!」をテーマに、一年中
楽しめる味覚狩り、バーベキュー、レストラン、体験教室、アスレチッ
ク、グラススキー等、一日ゆっくりと自然の中で過ごして頂ける農業
公園です。
当園で栽培している、新鮮な果実や野菜を加工したジャムやお菓
子等も販売しています。また、のどか村名産物の一つが、緑に囲まれ
空気の美味しい庭で、元気に走り回ったニワトリが産んだ卵をたっ
ぷり使用した「のどか村の天空たまごプリン」です。
澄んだ空気と豊かな自然で心身ともにリフレッシュしてください。

「“ＨＡＰＰＹサイクル”が生まれる企業」大阪樟蔭女子大学 心理学部 発達教育心理学科　青木 美咲
梅木 美緒

株式会社農業公園信貴山のどか村取材No.29

ホテル日航奈良を訪問させていただき、丸尾 昌支配人にお話
を伺いました。
ホテル日航奈良は平成17年に設立されたバリアフリー完備の
新しくきれいなホテルです。宿泊だけでなく、レストラン・宴会と３
つの部門を経営されています。
特に、奈良最大規模を誇る宴会場をはじめとする７つの宴会場
では、各種パーティーから国際会議や式典、セミナー、展示会など
と多目的に利用することができます。この大規模な宴会場は奈良
で初めてだそうで、多くの団体が利用されるそうです。
そして、ホテル内にチャペルや神殿があり、挙式があげられると
いう点も魅力の一つだと思います。
ホテル内の様子はとても落ち着いた雰囲気で、訪問した際のロ
ビーには、中央に巨大なクリスマスツリーがあり、ホテルに入った
瞬間から楽しむことができました。
宿泊には、駅から近いという利点から観光客が多く、レストラン
のみでも地元の中高年の方がよく利用され、リピーターが多いそ
うです。最近では、阿修羅像を目当てに、若い年代の方の奈良観光
が増えてきていると嬉しそうに話されていました。
また、大浴場も設備されていて、無料で開放されていて気軽に
入ることができるので、今の寒い時期は特に、宿泊されるお客様
の半分は利用されるほど評判が良いそうです。
丸尾支配人は、ホテル経営を長く続けていくためのポイントと
して「財務成績」と「客数確保」をあげられました。少しでも長く経
営をするために「財務成績」を良くするのはもちろん、「客数確保」

のために、1300年祭とい
うイベントを利用した期間
限定の1300円の宿泊プラ
ンや、他のホテルにはない
ユーモアのある企画をたく
さん考えられています。
人材育成については、「お
客様を幸せにするための八

つの秘訣」が記されている、「Origin８」と呼ばれる小さな冊子を
従業員全員に持たせて、毎回復唱されているそうです。この
「Origin８」がホテル日航奈良のサービスの基盤となっているのだ
と確信しました。また、年に一、二回の頻度で、JALアカデミーのマ
ナー講義や通信教育を受けられるそうです。
「地球環境に関して何か取り組んでおられますか？」という問い
に対して、緑化推進協会に寄付をされたり、ゴミを減らすために
シャンプーなどの入れ物をパックではなく、ボトルに変えていると
のことでした。丸尾支配人は小さなエコだとおっしゃっていました
が、その精神は素晴らしいものだと感じました。
「ホテルマンに必要な資格はありますか？」という質問には、や
はり外国の方もたくさん宿泊されるので、語学（英語、中国語、韓国
語など）が使える人などをあげられました。
最後に、私たちのためにチャペルや普段めったに拝見できない
神殿まで見せていただき、あまりの豪華さに圧倒されました。特
に、初めて見る神殿はとても神秘的で感動しました。
今回の訪問では、外部からやアルバイトでは絶対に聞けないよ
うなお話をたくさん伺うことができ、本当に貴重な経験ができま
した。これを機に、サービスを当たり前にしているホテルマンのよ
うな精神を目指し、もっと勉学に励んでいきたいと思います。

奈良市三条本町８-１
TEL：0742-35-5735　FAX：0742-35-5734　URL：http://www.hotelnikkonara.jp

事業内容 ホテル業

ホテル日航奈良は客室数330室と県内最多の客室数と1,000㎡の大宴
会場を有しており、全国大会規模の宴会を開催することが出来ます。さらに
JR奈良駅に直結した利便性の良いロケーションに位置しております。
施設規模のみならず、ホテル日航奈良の従業員は“オリジン８”というサー

ビスマインドを持って日々の接客にあたっています。“オリジン８”とは、笑顔、
感性、楽しむ心、連携、情報、点検、衛生、安全の８つのマインドを持ってお客
様や従業員同士が接する精神です。
ホテル日航奈良は平成22年には皇太子殿下、天皇皇后両陛下をお迎え

し、誠心誠意の“おもてなし”をいたしましたが、一期一会の気持ちでご利用
いただくお客様すべてにも同様な“おもてなし”を心がけております。

「奈良の魅力が詰まったホテル」 帝塚山大学 経営情報学科　山下 莉菜
吉田 恵子

株式会社ホテルマネジメント ホテル日航奈良取材No.28
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橋田實社長が、昭和42年からひとりで始められた橋田技研工業（株）は、今や
社員200名以上にもなる立派な企業に成長されています。お会いした橋田實社
長と吉岡亨浩マネージャーのお顔は、素敵な笑顔に溢れていました。
同社は、お客様はもちろん社員一人ひとりを大切に重んじられています。たと

えば、５年間限定でお子様が生まれた家庭には、お祝い金を贈呈して、一緒に喜
びを分ち合ったり、また、社員には、早く一人前の仕事ができるよう「橋田塾」を毎
週開き、社長自らが講師となり企業経営の勉強をさせるなど、人づくりにも大変、
力を注いでおられます。そして、とても感動したことは、かかる不況の対策のひと
つとして、社員に「早期退職か、給料カットかを選ぶ」厳しい環境のなかで自らの
進路を確認するアンケートを実施されました。実は、この二つの制度は、はじめか
ら実際には行わない内容でしたが、まさにこれは社員の危機意識と愛社精神を
問うものでした。
今、新しい事業に取り組んでおられます。機能性が高く、品質面でも安心の一

般家庭用自動ドア『THUロボコンドア』を日本だけでなく、ぜひ世界中に広めた
いとのことでした。ひとつの事業にこだわらず、常に柔軟性をもち様々な事業に
取り組んできたことが、これまで続けてこれた理由でもあり、会社が永続するた
めの大きな力になっているとおっしゃっていました。　また、社員に求めているこ
とは、「何でも積極的に取り組み、失敗を恐れず勇気をもって行動すること。そし
て、明るく親を大切にする人であってほしい」とのことでした。橋田社長のお人柄
がうかがい知れる言葉でした。私たち学生にも、とても大切なことで、学生生活に
おいても十分に努力できることと理解しました。　工業系の企業はどうしても重
い感じがあり、やはり機械やハード関係に詳しい人をたくさん必要とされるのだ
ろうと思っていましたが、「素直に、人として当たり前のことが出来る人こそ最も
必要」とされていることが分かり、これまで遠かった企業のイメージが払拭され
ました。社長にお会いして、明るく活き活きとした会社であるとの感を強くし、さ

わやかさをいただいたとても貴重な
訪問になりました。（松田 美夏 記）
会社に一歩足を踏み入れてみて、

とてもあたたかい雰囲気を感じまし
た。それは、社長のお人柄からきてい
るものでした。ご経歴を伺った時、す

ばらしく向上心のある方でした。
早くから、独立してやりたいと考えてお

り、金型製造から始めたが、お客様のご要
望にお応えしたいと、日々無限の可能性に
挑戦してきたとのことです。
今、一番力を入れておられるのが、自動

ドア『ＴＨＵロボコンドア』を一般家庭に普
及させること。高齢者等のバリアフリーに
向けて売り出されるのかと思いましたが、
若い人がターゲットであると聞き驚きました。今までは、大きな会社やお店などに
は当たり前のように付いていますが、一般家庭にというアイデアは、成長発展さ
れる会社はさすがに着眼点が違うなと思いました。2010年２月完成予定で、部
屋だけでなく玄関にも取りつけるなど汎用性を広げ、最終は世界に広めたいと意
気込んでおられる研究熱心な会社です。一般の方が買い求めやすいように、品質
を落とさず安価な商品にするために、もてる高度な技術を活かし独自で部品を
つくるなど、その徹底した研究心は、情熱のあふれた集団に思いました。
人づくりにも取り組んでおられます。常日頃から、よく考え、積極的に行動を起

こす人材を育てていれば、いざというときには団結できるとのことです。
たとえば、経営環境がよくない時、仕入れを見直すために担当者を集めて会議

を開きますが、みんなで真剣に考えると、厳しい状況下でも難しいコストダウンに
取り組むことができ、大きな効果が出ているとのことでした。
女性については、「今までは大きな責任を持たせようとすると後ずさりすると

ころがありましたが、当社は、性別にこだわらず、人の意見を聞くと同時に自分の
意見をはっきり述べ、よく考え行動に移せる積極性をもった人を求めています。
そうした明るく前向きの姿勢で自分の能力を生かそうとするならうってつけの会
社だと思います」そして、「考えて行動して失敗する経験はよいが、二度と同じ失
敗はしないという気持が大事です」とも言われていました。
絶えず新しい技術にチャレンジされる一方、親孝行はもとのほか、人間として

基本的なことが素直にできる人を求めておられる橋田技研、技と人間道場とも思
える偉大な会社の門を、一度叩かれる事をおすすめします。（南條 夏子 記）

大阪市平野区加美北6-15-14
TEL：06-6791-7000　FAX：06-6792-2311　URL：http://www.hashida-giken.co.jp

事業内容 商業用、家庭用オートドア、プレス金型設計製作、ガスタービン部品製作　他

橋田技研グループは10ヶ所の工場があり、各
工場で特色を持たせ色々な仕事をしています。
自社ブランド商品として、オートドアを販売し
ており学校やデパート、家庭にまで幅広く販売し
ています。
製造ではガスタービンの部品を作っており、
超合金の機械加工や製造加工、溶接等他社では
加工が難しいものを加工しています。

「未来に向けて みんなを幸せにする」 奈良産業大学 情報学部情報学科　松田 美夏
南條 夏子

橋田技研工業株式会社取材No.31

私たちは奈良県葛城市にある㈱農業法人當麻の家様を訪問さ
せていただき、駅長である庄田様に貴重なお話を伺いました。は
じめ紹介文を見たときに、道の駅で直売所や加工工場が一緒に
なっていることが想像できませんでしたが、當麻の家は二上山の
豊かな自然の中にあり、どこか懐かしい印象を受けました。また地
域農産物を取り扱っておられるということで、事業内容やその魅
力についてお話を伺いました。
當麻の家は直売所だけでなく、加工工場、農園、レストランを併
設した道の駅です。もともとは農家の女性たちが味噌の加工場を
希望したことから始まったそうです。しかし加工するだけでなく、
販売・直売・レストランと形態が広がり、現在の當麻の家となりま
した。現在は加工品だけで約250品目、全体で900品目以上の商
品を扱っておられます。また、体験農園や加工品作りの体験など
もあり、家族連れなど多くの方が訪れるそうです。
「當麻の家の魅力は、おばちゃんたちの元気ややる気ですね。女
性が元気だとその地域も元気になるのですよ。」と、庄田様は笑顔
で答えてくださいました。私たちも訪問させていただいて一番感じ
たことが、女性職員の方々の笑顔や明るさでした。ほとんどが農家
の方で、毎日楽しんで働いていらっしゃいます。また周りには當麻
寺やふるさと公園、展望台など観光地に恵まれており、休日や天
気の良い日にはたくさんの方が来られるそうです。「丸ごと安心　
旬の味」で地元の食材を使用して加工食品を作ったり、レストラン
では加工した食材を提供したりと地産地消されています。こうし
たことも加工工場が併設されている當麻の家だからこそできる一

つの魅力だと感じました。
求められる人材、必要な力とはと質問をさせていただいた時、庄
田様から「どうすれば若い人たちに手伝ってもらえますか？」と逆
に質問を受けました。現在當麻の家で働く職員の方の平均年齢は
58歳で、40～50歳の女性が多く働いておられます。ホームペー
ジを立ち上げる際にも、パソコン操作ができる職員さんがいなく
て、大変苦労されたそうです。また當麻の家の魅力を世間にPRす
る力もまだまだ不足しているとおっしゃっていました。
商品のパッケージ作りや商品開発などの発想力、魅力を伝え商
品を売り込む営業力、味噌作りなどの技術を引き継ぐ後継者、そ
しているだけでその場が明るくキラキラする若い存在が大いに期
待されています。
今後挑戦していきたいことは、商品はもちろん、接客や人の良さ
が他の道の駅とは異なる道の駅にすることだそうです。庄田様は
「いつまでも奈良のお土産だけではいけない」とおっしゃっていま
した。現在取り扱っている商品に加え、他の道の駅の商品を取り入
れたり、他の道の駅と共同して事業をしたりと年一回ある駅長会
議でプランを練っておられます。またリーダー会を開き、職員同士
の繋がりを深め、職場の中で自分の意見が気軽に言える場づくり
に努力をされています。新たな取り組みに挑戦するだけでなく、今
までの事業に誇りを持ちさらに磨きをかけて、多くの方に来てい
ただける道の駅にしていきたいとのことです。
今回の訪問で、庄田様を
はじめ職員の方々にたくさ
ん元気をいただくとともに、
地元の食材や人材をとても
大切にしておられる姿に感
動しました。貴重な体験をさ
せていただき、本当にありが
とうございました。

葛城市新在家402-1
TEL：0745-48-7000　FAX：0745-48-2611

事業内容 地場野菜や特産物の加工販売、レストランや体験教室

当社は、大阪府との境、二上山の東に広がる葛城市に位置し、毎日多く
のお客様が訪れます。農産物加工施設では、自園で栽培した地場野菜や
特産物を加工しています。特産物販売所では、独自ブランドの「ヒノヒカ
リ」を始め、地場産の新鮮な野菜や菊の花、各種漬物、ジャム類を販売して
います。
レストランでは、これら加工品や當麻の新鮮な野菜をふんだんに使用し
て、「けはや御膳（要予約）」等のメニーを提供しています。
また、予約制ではありますが体験施設では、みそ加工、そば打ち、手作り
こんにゃく作り等、手作りの味が体験できます。

「女性の力は地域の力!!」 畿央大学 教育学部 現代教育学科　酒井 麻衣
阪上 祐香

取材No.30 企 業
紹介情報
70p・71p

株式会社農業法人當麻の家

133132

企業紹介パンフレット　2011.8.9　11:22　3校　









2010年9月完成　奈良結崎工場

ロングセラー商品
コーヒー屋さんの
中煎りコーヒー

私たちは、東大阪市の高井田にある藤田珈琲株式会社さんに企
業リポートに行きました。９月には、奈良の地に工場展開されます
が、「本気で珈琲に愛情を込めることに挑戦」されているという姿
を、先に学びたいとの思いで参加しました。
藤田珈琲さんは、珈琲を通じてお客様に真の満足と豊かさを提
供したいという願いから、ひと昔前はとても高価だった珈琲を「ど
のようにすれば安く、より良い物がつくれるか」ということを一途
に考え、珈琲を製造されている会社です。藤田孟社長とご子息で
ある営業本部長の藤田悟さんは、緊張していた私たちにとても優
しく接して下さいました。　印象に残ったことは、藤田社長が「珈
琲が好きだからだけで、始めたわけではない」とおっしゃったこと
です。経済が成長することに比例して、これから珈琲市場が大きく
なると考えられ、この世界に魅力を感じ起業されたとのことです。
珈琲豆を製造される際は、「お客様に飲んでもらい、憩いのひと
とき、至福のひととき、うるおいのひとときを、感じてほしい」それ
を切に願っておられるそうです。「お客様に、価格以上のおいしさ
を味わってもらい、憩い、至福の材料になれば最高です」と何度も
おっしゃっていました。
藤田珈琲さんでは、おいしさを引き出すために焙烙焙煎を行っ

ています。焙烙焙煎は、豆の細胞、繊維をつぶさず、素材の味を保
つことができます。普通の製造より時間とコストがかかるのです
が、低価格の豆でも良い珈琲ができるそうです。 そのために藤田
社長は、自らの手で豆のサンプリング作業を続けておられます。
「これは40年根性を入れてやってきたので、他の人には、まだまだ
任せられない」と熱く語っておられました。 珈琲の知識を完璧に
習得するには20年くらいかかるそうですが、藤田社長は「見るだ
けではなく、考え、考えたら実行するこれを繰り返し行うことが大
切」ともおっしゃっていました。
インタビューを通して話してくださった社長のひと言ひと言か
ら、お客様に本当においしい珈琲を飲んでもらいたいという信念
で、長い間、努力を重ねてこられた藤田社長の熱き思いがひしひし
と伝わってきました。
今回、企業を訪問させていただいて新しい分野への視野が広が
り、かつ貴重なお話を伺うことができました。今後、私たちは、藤田
珈琲さんからいただいたたくさんの教えを、将来の職業生活に役
立てていきたいと思います。
藤田珈琲株式会社の皆様、また、企業訪問で会社のトップの方
とお話ができる機会を与えていただきました奈良県中小企業支
援センター様、本当にありがとうございました。

大阪府東大阪市高井田西3-6-15
TEL：06-6783-6622　FAX：06-6783-6643　URL：http://www.fujitacoffee.co.jp

事業内容 コーヒー製造販売

「珈琲を愛して40年、藤田社長の思い」
奈良佐保短期大学 生活未来科 ビジネスキャリアコース　山下 真実・出口 裕香

取材No.35

今回、私たちは有限会社フォレストファーム様を訪問させてい
ただき、吉盛信行社長にお話を伺いました。社長はとても快活な
方で、いきいきとご自身の理念について語ってくださいました。
フォレストファーム様では、カットねぎを主力商品にされていま
す。これらのねぎは、すべて自社農場と契約農場で生産されてお
り、加工、販売、配送までを一元管理しておられます。まず農場か
ら運ばれてきたねぎを消毒・洗浄し、カットします。カットされたね
ぎはぬめりが出るので、再び水洗いをします。脱水をした後、さら
に冷蔵乾燥させることによって脱水では取りきれなかった水分を
飛ばします。このように国産のねぎを使い、自社で配送までを行う
ことによって、畑から採れて2～3日で消費者の元へ届けることが
可能となっています。この安全性や新鮮さが付加価値となり、全
国の消費者に選ばれる理由になっているのだと思います。
また、社長は人とのつながりを大変大切にされています。一般
的に企業というと、利潤を追求し、徹底したコスト削減を目指して
いるというイメージがありますが、社長はコスト削減よりも大切
なものがあると考えておられます。社長が自慢にしておられるこ
とは、たとえば、「生産農場がいくら遠くても美味しい新鮮なねぎ
の買付に、高い交通費を払ってもよい」というように必要経費には
お金を掛けていくことで、社員が伸び伸びと仕事ができるように
されています。このようにゆとりのある働く環境づくりをすること
で、社員に自分の子供も同じ会社で働かせたいと思ってもらえる
ようにしたい、とおっしゃっていることがよく分かりました。
また、特に印象的だったのは、「生きてきた自分自身が資本であ

り、その中で培われた人脈や信用も資本である」とおっしゃられて
いたことです。信用を失うようなことがあってはならないという信
念から、ねぎが手に入らない時も、社長自らがあちこち駆け回り買
い付けられてきたそうです。これらのエピソードの根底には、社長
が大事にされている『一期一会』という精神がしっかり根づいてい
ると思いました。
最後に、私たち大学生を含めた若者へのメッセージを伺ったと
ころ、「若いうちには、どんなに無駄に思えることも、精一杯するこ
とによって、ひいてはそれがかけがえのない自分の資本になる。だ
から今はやりたいと思ったことはなんでもチャレンジしてみるこ
とが大切だ」とおっしゃっていました。その言葉が、大学生活も残
り半分を切った今、今しかできないこと、本当にやりたいことは何
なのかを考え直す良い契機となりました。
今回のインタビューを通して、様々な人と出会い、多くの経験を
積むことで、社長のように自分こそが資本と胸を張って言えるよう
な人生を歩んでいきたいと思いました。

葛城市新村351
TEL：0745-63-0317　FAX：0745-63-3320　URL：http://www.negikko.co.jp/pc/

事業内容 「カットねぎ」を主力商品とした、生産、加工、販売事業

当社は、自社農場と契約農場でねぎの生産から加工、
販売、配送までを一元管理しており、小売・量販店様向け
の主力商品「ねぎっ子（商標登録）」をはじめ、飲食店・専
門店様用の「きざみねぎ・笹切りねぎ」、一般家庭用の
「カップねぎ」など、新鮮なカットねぎを、ねぎの名産地
奈良新庄より全国配送しています。
また、農業生産法人「（株）ねぎっ子市場」を設立し、原
料の安定確保と規模拡大を目指すとともに、地域の障害
者雇用にも取組、雇用創出にも貢献しています。

「一期一会の精神」 奈良女子大学 生活環境学部 生活文化学科　北島 知晶　
渡邉 路津子

取材No.34 藤田珈琲株式会社有限会社フォレストファーム

創業以来47年間、コーヒーを通じお客様に「心地
よさの提供」を目指しています。ヒトがコーヒーを飲
んだときに得られる安堵感、至福のひと時のために、
私たちは独自の焙煎技術を進化させ、独創性のある
商品を開発してきました。焙煎・ブレンドの独自理論
により、コーヒーの味を一定に近づける技術力、大手
企業では対応できない納品スピードも自慢です。世
界中を結ぶ「コーヒー」という素敵な農産物に全社
員一同、全力で向き合っています。
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絶景のロケーション、広大な吉野の山で果物栽培・加工に取り組
んでおられる堀内農園を訪問し、代表の堀内俊孝様と奥様にお話を
伺いました。
生憎の天気でしたが、ブルーベリーなどの果樹園なども見学させ

ていただき、「この土地は果物作りに最適なんだ。和歌山にも負けな
いくらいの南高梅だって出来る！！」と果物作りへの熱い想いを話して
下さいました。堀内農園では、季節により柿、梅、ブルーベリーやカリ
ンなどの果物を生産されています。更に、加工・販売に至るまで自分
たちの手で行い、日々、新商品の開発に取り組んでおられます。「人
が口にするものだから…、子どもが口にするものだから…」という言
葉をモットーに、栽培の時から土や水にこだわった安心安全な果物を
生産されています。商品も無添加を追求され、コンフィチュールの開
発時には大変なご苦労があったそうです。
近年の「食」は、加工食品を筆頭に何をとっても添加物に溢れてい

ます。添加物の味に慣れてしまっている子どもたちも少なくありませ
ん。取材時に、事務所内を2人の女の子がところ狭しと元気に走り
回っていました。その子どもたちを見つめながら「やはり子どもたち
を見ていると現代の食について考えさせられる」と奥様がおっしゃっ
ていました。近頃の「食」の現状は必ずしも安全とは言い切れなく
なってきていると思います。そのために少しでも安心して食べられる
ものを届けたいと思い、日々、安全で美味しい果物栽培に、健康的な
食品加工に取り組んでおられるそうです。
堀内農園では、今年から、県内外のマーケットやイベントへの出店

にも力を入れておられます。「自分たちで作ったものだから自信を
持って直接お客様に勧めたい」と生産者から消費者への「手から手
へ」の販売をされています。イベントの様子を伺うと「幅広い世代の
人が手にとってくれるが、特に女性のお客様が多い。どの人も食に関
心を持っているね。」とおっしゃっていました。生産から加工、販売ま
で全行程を通して商品に愛着が湧き、自信があるからこそ、それが
強みとなり、販売意欲となり、お客様への感謝にも繋がっているそう

です。イベントでは利益が上がらない日もあるそうですが、出店する
ことで、お客様の生の意見を聞いたり、他の出店者の方々との情報
交換の場として貴重な時間となるそうです。こうして人と繋がる他に
もインターネットでの販売にも力を入れ、更に輪を広げていきたい
とのことでした。安全でおいしい堀内農園のコンフィチュールや柿
チップなどを是非多くの人に食べてもらいたいと思いました。
そんなイベント出店などには、若いスタッフにも行ってもらうとい

うことで、人材育成についてもお話を伺いました。農業人口の減少が
進む中、若い力は大きな戦力です。求められる力について伺うと「農
業は地道な作業が多いし、自然相手なのでうまくいかないこともあ
る。毎日続けていく根気が必要だ。あとは、お客様に感謝すること。こ
うして生活していけるのもお客様のおかげだよ。」との答えをいただ
き、人と人との繋がりがあるからこその農業であり産業であると感じ
ました。
今後は、会社として生計を立てていき、従業員の正規雇用を確立

したいとのことですが、農業ビジネスの現状はまだまだ課題が山積
みのようです。農業人口の減少もとても深刻ですが、堀内農園のよ
うに熱い取組みをされる農家が増えると農業界も盛り上がっていく
だろうと思います。
堀内農園の取組みから、ものづくりや人と人との関わりなど、人が
人を想い、繋がっていくことの大切さを再確認しました。また人間関
係が希薄化している現代だからこそ、特に重要なことだと思いまし
た。今日の学びと想いを今後の「職」生活、そして「食」生活に役立て
ていきたいと思います。貴重なお時間をありがとうございました。

五條市西吉野町平沼田1393
TEL：0747-20-8013　FAX：0747-20-8014　URL：http://www.horiuchifarm.com/profile/profile.html

事業内容 柿・南高梅・カリン・ブルーベリーの栽培・加工

奈良佐保短期大学 生活未来科食物栄養コース　内田 郁花
露口 聖代

取材No.37

近鉄西ノ京駅を下車してすぐ
にある株式会社墨運堂様を訪
問させていただきました。
墨運堂さんは、奈良の伝統産
業として名高い墨を中心とした
書画用具の製造販売をされてい
る会社です。お隣には、優れた技
を持つ工芸職人が集い、伝統文
化を守り育てさらに盛んにする
ための大和の匠：がんこ一徹長
屋があります。

今回、訪問を希望したのも、日本の伝統である墨というものを
ぜひ体感してみたいとの思いからです。松井専務様と植野総務部
長様のお二人から、想像していたとおり深いお話を伺うことがで
きました。
墨運堂さんの創業期として最も古い記録は、1805年に奈良で
商いを始められたことについての記述があり、当初は他の職と並
行して経営をしていました。以来、時代の移り変わりによって未伝
の事柄が生じたり、戦争中の営業停止・ＧＨＱの時代の墨業衰退
といった苦労を背負ってきた企業です。昭和30年代後半から盛
んになるも、37～38社あった墨業の会社は現在10社足らずで、
今後の社の発展には非常に懸命になって挑戦されています。
会社としての心意気は「製品皆平等」であり、需要の大小に関係
なくつくったもの全てを可能な限り守っていこうと努力されてい
ます。製品の新開発なども一生懸命に取り組まれ、より良い改良
を行うために人との出会い（第３者の意見）と謙虚さを重要視した
考え方をされています。
メインとなる墨自体は伝統的なものであり、伝統は時代に合っ
たものが残るので、「必要を得る企業」も大義名分の１つです。墨は
材料なので、地場産業として時代にマッチさせます。原料の墨用ニ

カワをつくる所が県内でなくなってしまい廃業の危機になったり
もしましたが、積極的な産業活動で乗りきってこられています。
製品については、3000アイテムのうち売れ筋の1割で利益の8
割が保証されます。近年は、障害があって筆を持てない人や、新し
い使い方を道具から見出したいというニーズに応える商品の製作
に力が入っています。
その代表ともいえる新商品が「ゆび筆」です。これは指に筆をは
め、紙に直接指で描く感覚が味わえる品で、あらゆる指の太さと使
う人の目線に立った工夫がなされています。変則的なものでなく、
万人に扱えるものを作ろうとし、大抵のものはある、というモッ
トーでプロジェクトを進められています。なければ作るというの
が墨運堂さんの永久計画です。社員の育成は、途中であきらめた
り投げ出したりしないこと、若いうちに基礎を反復させること、特
にコスト意識をもつように導いているそうです。
墨運堂さんでは、何かを見つける好奇心や創造力をもち、努力を
する根性のある人を求めています。そして私たち学生にアドバイス
することとしては、とにかく目的をもって将来どんな仕事をしたい
のかをはっきりとさせること、そして、そのためのスキルをつくり
伸ばしてこそ、希望する仕事にも自信をもって取り組めるようにな
るとのことでした。
お話のあと、墨工場の見学や墨の資料館にもご案内いただきま
したが、歴史と伝統芸を直接見聞きすることができ、より感動を
覚えました。知り
たかった日本の墨
業に、また魅力と
深みを増しての充
実した企業訪問に
することができま
した。

奈良市六条1-5-35
TEL：0742-52-0310　FAX：0742-45-6880　URL：http://www.boku-undo.co.jp

事業内容

現在では書画創作に触れる機会の少ない現代人を見据えて、万人に使える用具の開発、また、プロ用には今は幻となった伝統の技術を
復活させることにより多様、微妙な表現のできる使いやすい材料開発を行っています。平行して、そんな工程をご覧いただける「墨の資料
館」、プロの方にはそんな用具を実際に体感していただける施設「永楽庵」を開設し門戸開放をしています。

「創意工夫を繰り返す墨業」 奈良大学 文学部史学科　今橋 智樹
金 達也　

取材No.36 堀内農園株式会社墨運堂

当園は奈良県吉野地方で特別栽培に取り組む果樹農園です。
奈良県吉野地方で安心・安全・おいしい・楽しいをモットーに
有機資材を使用し健康的な土作りに日々取り組んでいます。
健康な作物とは良質の土から生まれ、その土は純粋な水から
育まれます。
大自然を相手に日々農作業に取り組める環境にある農家だか
らこそ、次世代へとつながる緑との共生という意味でも、日々土
つくりにこだわり、人にも地球にも安全な作物をたくさんの人に
案内できる農業を心がけています。

創業以来200年、墨づくり一筋に打ち込み、常に時代のニーズに応えるため、新しい素材・知識を取り入れてきました。書画に関する諸材料はもと
より、難しい技量の習得を要求される伝統の書画技法をよりかんたんにご利用いただけるように様々なセットや部材を開発して今日に至ります。

「人の想いを作る
  美味しいコンフィチュール」
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私は8月4日、水野ストレーナー工業株式会社さんを訪問しま
した。
ストレーナーとは、液体と固体の混合物を分離させるろ過装置
のことで水野ストレーナー工業株式会社は主に船舶用のストレー
ナーの専用メーカーです。
簡単に船舶用のストレーナーといっても、エンジンオイルに用た
り、海水に用いる場面もあるので様々な形があります。また口径
も数センチの物から1メートル近い大口径のもの迄いろいろな種
類があります。いずれも船舶の安全な航行に欠かすことのできな
い重要な役割を果たしており、高耐久性が要求されます。
同社は、国内造船業界でなんと70％のシェアを誇っています。
話をお伺いした総務部長の水野宣明さんは「このような所に自
信をもっており、働きがい、生きがいを感じている」と話されてい
ました。
しかし、今ではそれだけ支持されていますが、オイルショックの
時代は本当に大変だったようで、「仕事が全くなかった」という厳
しいお話も伺いました。それでも一人もリストラせず、全員営業、
全員製造と一致団結し乗り越えてこられたとのことです。このよ
うなご苦労をされてきた実績から、2006年春に女性社長の水野

芳子さんが黄綬褒章を受章され、2008年には、「経済産業省元気
なモノ作り中小企業300社」に選ばれました。
なぜそれだけの評価を得られたのかと聞くと、「50年という長
年にわたって、舶用ストレーナーの専門メーカーとして造船業界
に寄与してきたからではないでしょうか」とおっしゃっていました。
そして会社概要だけではなく現場の雰囲気がわかるようにと工場
も見せてもらうことができ、そこには大型の機械がたくさんありま
した。
しかし、どれだけ機械が充実し揃っていても、人間にしか出来な
いというところがあります。そこで活躍するのは、巧みといわれる
職人さん達です。中には水野ストレーナー工業株式会社が創立し
た時から50年以上も活躍されている方もおられ、その人でなけれ
ば不可能な技術があって貴重な存在とのことです。　そして、工場
の中はとても活気があり、年齢を問わず仲が良い感じを受けまし
た。なぜなら、部長さんと製造課長さんに工場を案内していただい
たのですが、働いておられる人たちに仲良さそうに話しかけられ
る姿を見ることができたからです。
私は、水野ストレーナーさんに訪問させていただいて、ストレー
ナーを活き活きと作っておられる皆さんの姿を直接拝見して、モ
ノ作りの大変さ、また、モノ作りの楽しさということが、少し理解す
ることが出来、とても良かったと思います。　当日は、お忙しいな
か、ご親切にご対応いただいた水野部長はじめ鈴木課長、工場で
働いておられた皆さん、お世話になりありがとうございました。

昭和34年創業以来50年にわたりストレーナーを作り続けている。昭
和57年にJIS許可工場の認定。平成18年には新JIS認証取得。種類の多
い濾過液体（燃料油、潤滑油、海水など）に対応した製品開発、先進的設
備の積極的な導入、高品質・低価格・短納期体制を実現。経営資源をスト
レーナーの開発に集中し、船舶用ストレーナーの分野でトップシェアを
確保する企業に成長。
専業メーカーの強みを生かし、今までに蓄積したノウハウを活用し、多
品種のストレーナーをさらに効率的に開発・製造するとともに陸上用ス
トレーナー等新たな分野の開拓に積極的に取り組んでいきます。

「70％のシュアを誇る、水野ストレーナーさんを訪れて」

大和高田市材木町5-41
TEL：0745-52-0581　FAX：0745-22-6005　URL：http://www.mizuno-st.co.jp

事業内容 船舶用・工業用ストレーナーの製造販売

水野ストレーナー工業株式会社取材No.39

当社は、農家の高齢化や後継者不足のため、人の手が入
らなくなった休耕地や遊休地の再生を目指し、「農業に興
味がある」、「田舎暮らしをしたい」、「自給自足に興味があ
る」、「スローライフに興味のある」人々に無料で田畑・土地
の提供をしています。耕作した土地の農作物は自由に収穫
できます。初めての方にも、専業農家の指導やアドバイスを
受けられる等のサポート体制も充実しています。
今後とも村の活性化や、村おこし、地域おこしを目指し全
力を注いでまいります。

宇陀市室生区向渕1158
TEL：0745-92-5707　FAX：0743-75-0650　URL：http://www.teiwa.jp/hajimarinosato/index.htm

事業内容 貸農園

ホリデン有限会社取材No.38

私たちは農業法人ホリデン有限会社様を訪問させていただき、堀
田繁光社長様から直々にお話をお聞きしました。
堀田社長様は以前は企業戦士で、別の会社の社長として、数十年
仕事と闘ってこられましたが、お仲間から「せっかく（会社に）土地が
あるのだから無料で貸したら」という声をきっかけに、無料『貸農園』
の事業を行うホリデン有限会社を立ち上げられました。
元からの所有地は勿論、新たに農地を購入したり、地主さんに無
料で譲っていただいた土地を、個人や企業問わずに無料で提供して
おられます。利用者の方には必要なだけ自由に土地に使ってもらい、
そこで得られた利益は、全部その方達のものとなります。
そんなホリデン様の元には沢山の農家、企業、芸術家、パン作り等
のその道の名人の方々が集まり、相互に恵みを分かち合いながら、
それぞれ活発な活動をされています。ご自身も山の中に家を構え、
その方々から農業等を学びながら、一緒に協力して新たな事業を展
開など、より交流を深めておられます。「大きな利益を目的としてい
ないから自然と人が集まる」「この仕事していたら、金持ちにはなら
ないけど“人持ち”になれる」、とおっしゃっていました。地元からも、
「この工場を使ってください」等の沢山な申し出とご協力をいただい
ているとのことです。
自然に触れることで、企業戦士だった時の自分が優しさや人間性

を失っていた事に気づけたそうです。「自分も自然の一部であること
が分かり、自己発見ができる。人に優しくなれる。」という人間味溢れ
る穏やかな笑顔は、とても素敵でした。

またこの日は、お仲間であり農業の指南もしておられる、健一自然
農園代表の伊川健一様の茶畑と、茶葉の発酵作業の見学もさせて
いただきました。伊川様は、肥料に頼らずいかに自然の力を活用して
農業をするかという信念を持って農業に取り組んでおられます。収
穫した茶葉の中にはカマキリが何匹もいるぐらい、無農薬の安心さ
がありました。一緒に発酵作業をしておられた小山様も、子どもには
安全で良い物を食べさせたい、というお気持ちを強く持っておられ
ます。また、農業研修生の吉森さんと北村さんによると、茶畑の作業
では沢山の虫に刺されるなどの大変さもあるそうですが、食べ物が
おいしく、近所の方の優しさに触れられる事がやりがいの一つだと
楽しそうに話してくださいました。
最後に、学生に対するアドバイスをお願いした所、「旅行を一杯し

て、沢山の人と触れ合ってほしい。一つの事にこだわらず、五感を
使って物事を感じ取ってほしい。」というお言葉をいただきました。そ
して、「今後のビジョンは？」の問いには、「企業を大きくしよう、とかい
う考えはない。“みんなのホリデン”として分かち合い、これからも楽
しく自然体でやりたい。ビジョンとかは、もう卒業した。」と明るく笑っ
て答えられたのがとても印象的でした。
そして、自分が企業戦士だったからこそ、自然との融合の大切さを
今働いている人達に伝えたい、と言っておられます。ホリデン有限会
社様は、自然との一
体感や人と分かち合
うことを忘れがちな
現代の日本に、大き
なメッセージを発して
いる企業だと実感す
る事ができました。

大阪電気通信大学 医療福祉学部 健康スポーツ学科　岸田 裕大
「“人持ち”の、みんなのホリデン」 帝塚山大学 人文科学部 英語文化学科　東口 友美

心理福祉学部 心理学科　三原 花菜
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（有）類農園様は、1999年に「類設計室（都市計画・建築設計）」
「類塾（進学指導・教育情報）」「類地所（コンサル・不動産仲介）」「類
出版（出版・編集）」の事業を展開する類グループの一員として、奈良
の地に農業生産法人として設立されました。
農業や農村が持っている「共同体」という特性を生かし、企業のあ

り方として従業員が主体的に経営に参加するという考えをもって農
作物の生産、販売、教育活動、地域や農業振興に日々取り組んでおら
れます。
水産学科に所属する我々が類農園様を訪ねたことはいささか風
変わりに思われるかもしれませんが、それは全く勘違いであるとい
えます。どちらも同じ「生産行為」であり、抱える問題もどうしても似
てしまう面からです。
農業も漁業も商品に付加価値がつけにくく、例えばこれが化粧品

であったなら、大々的な広告を用いてストーリーやコンセプトなどを
宣伝し、売り値を大幅に上げることができます。しかし、野菜や魚介類
ではこういったことは難しい。
そこで、類農園様は類グループの1つである『類塾』と共同で月一
回の農業体験教室を開いておられます。もちろん、類塾以外からの
参加も可能です。これは、類塾の教育理念の１つである「自分の頭で
考えられる人間を育成する」というものにとても合っているからで
す。この体験を通じて、人の思い・考えを知ることや、グループでの達
成感、思い通りにならないことや、正答の無い問題をどう解決してい
くのかを経験し、知ることができるからです。類農園様の方は、場所
と人手を出すという少ない費用で収入があり、これはお互いに益が

あることになります。
類グループや類農園様は会社としては「縦」ではなく「円」で運営し

ていこうと考えておられます。つまり、通常は上から下へという流れ
しかない現存の企業の形ではなく、課題や経営のことを全員で共有
し、解決していく形を作っておられるのです。今回の取材では深く掘
り下げられませんでしたが、この「円」で経営する形は、規模が大きく
なるとどうしても無理が生じてくると思います。その解決のために全
ての経営データや情報を公開し、全員参加の会議により日々の仕事
の進め方から経営方針までを決定しています。また、あらゆる情報を
共有できるよう社内イントラネットを利用した社内会議室を設置しガ
ラス張りの経営を行っています。
最後に今後の類農園様の採用について伺いました。
基本的に学部学科のことは考えておられず、その人自身が「考え

る」ことができるかに重点を置いておられるそうです。また、インター
ンシップにも力を入れておられ、参加者の約半数が農学部以外から
の学生とのことです。学生には机上の勉強よりも現場で生の経験を
通して実際に役に立つ本物の勉強をしてほしいとのことでした。

　類農園は、大阪市に本社を置く類グループ（類設計室、類塾、類地
所、類出版などを有するグループ企業）が「～農と地域の明日を考え
る～」をテーマに平成11年に設立、新規農業参入した農業生産法人
です。現在、奈良県宇陀市と三重県度会郡度会町に農場があり、福
井県三方上中郡若狭町にある就農定住促進のための農業生産法人
かみなか農楽舎の経営にも参画しています。
本物の「顔の見える農業」を目指し農産物の生産販売、農業体験、農
業体験教育、農業研修やインターンシップなど「農」が持つ様々な
「機能」を生かす農業に取り組んでいます。

「今あるべき会社とは？」 近畿大学 農学部 水産学科　渡辺 貴大
島崎 裕司

宇陀市大宇陀小附793-1
TEL：0745-87-2550　FAX：0745-87-2551　URL：http://nouen.rui.ne.jp/index.html

事業内容 米・茶・野菜の栽培、若手就農者への研修、農業体験事業の実施

有限会社類農園取材No.43

（株）菱豊フリーズシステムズは1999年に設立、新技術プロト
ン冷凍により解凍後も食品の鮮度や美味しさが保たれる画期的
な食品フリーザーの設計、製造、販売を行うベンチャー企業です。
2007年主要製品が経済産業省近畿経済産業局の【新連携】事業
に認定され、その後も2006年度NBK大賞で日本経済新聞社大
賞、2009年度奈良県ビジネス大賞において最優秀賞を受賞し、
現在注目を集めている同社について総合企画室の石田統括、業務
チームの倉野由紀さんにお話を伺いました。
菱豊フリーズシステムズの魅力は、なんと言ってもその優れた
技術力です。特に新技術プロトン冷凍技術は、氷の粒を大きくしな
いことで食品の細胞破壊を防ぎ、ドリップを抑えることでいつで
も採れたて、作りたての美味しさを味わうことができます。既に私
たちの口にも入っているでしょう。この技術が普及すれば食品ロ
スを減らすことができ、添加物・保存料が不要になるため、食エコ・
食の安全が実現します。さらにこの技術が世界に拡がれば食糧危
機や医療、地球全体の問題を解決に導くことができると熱い思い
を聞くことができました。
凍結技術を活かした同社経営のフレンチレストラン「Proton 
＋ DINING」では厳選した素材を安価で味わうことができるお店
としてＴＶ放映もされ人気を集めています。菱豊フリーズシステム
ズは、個性ある人たちが集まった会社です。お話を伺った石田さん
は「仕事は辛いものですが、一歩先のことを考えて、一生懸命仕事
をしていれば、光り輝く人間でいられます。

それが周りに良い影響を与えて、仕事にも反映されます。」と
おっしゃっていました。倉野さんは「どの仕事でも、自分のアイデア
が活かされるので、面白く取り組むことができます。また、いろい
ろな人がいるのでとても楽しく、人間関係も良い会社です。」と、そ
れぞれが仕事に対してやりがいを持たれています。そんな個性溢
れる従業員をどんな風にまとめているかというと、「変に一つにま
とめようとしない」、「社長の理念・思いを従業員みんなに理解させ
る」この二つが、会社を結集させるのに必要なことだそうです。
菱豊フリーズシステムズでは、月２回、全体会議が行われます。
未来の子供達のため、社会貢献のために働くという理念を持った
二宮社長自らが、全従業員に向けて会社に対する熱い思いを直接
話しているのです。
そんな熱い心を持った社長と個性豊かな社員達が一丸となっ
て、奈良県だけでなく今や世界へとその技術を展開しています。
また、地球の将来や社会貢献性をしっかりと見据えている菱豊
フリーズシステムズはこれからも目が離せない企業だと思いま
した。

奈良市大宮町6-3-10
TEL：0742-36-9056　FAX：0742-36-9066　URL：http://www.freeze01.com

事業内容

「フロトンが世界を救う!」 奈良県立大学 地域創造部 観光学科　吉見 始　   
北川 紗和子

株式会社菱豊フリーズシステムズ取材No.42

1999年　設立2003年　氷の粒を大きくしない「プロトン凍結機」の開発に成功
2007年　経済産業省【新連携事業】に認定される
2008年　奈良県成長分野産業等育成チャレンジ事業に認定される
2009年　【奈良県ビジネス大賞：最優秀賞】受賞
2010年　奈良県【なら発オンリーワン企業】に認定される
【凍結機、解凍機とも特許取得のベンチャー企業です】
新技術プロトン凍結は氷の粒を大きくしないで、食品の細胞破壊を防ぎ、ドリップを抑えることで、いつま

でも採れたて、作りたての美味しさを味わうことができます。
「少ない食べ物、大事にストック、美味しくクッキング」を企業キーワードに、新冷凍技術で添加物・保存料無
しの安全食品、食糧危機、環境問題に貢献できる社会性の高い企業です。　企業キーワードの実戦場として
プロトンレストランを運営して、テレビ放映されるなど、皆様から注目されています。
海外展開も積極的に推進、プロトン凍結機のＯＥＭ生産、海外合弁会社設立も図り、世界に羽ばたきます。

プロトン凍結機、解凍機の製造・販売、設備機器・冷凍プラントの設計・施工、食品工場向け
機器設計・製造・販売、関連会社でプロトン凍結による食品製造・販売、レストラン運営
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